
(1) むさしむらやま

’
I農業委員会報第71号I

I ／|編集農業委員会報編集部会｜

|発行武蔵村山市農業委員会｜

|武蔵村山市本町一丁目1－11

1電話(042)565-11111

内線226
:‐‐‐‐‐‐－－－－－－－－‐‐‐‐‐‐‐-－－－－‐‐‐‐‐-‐

’
'ノ

第
加
期
農
業
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
第
虹
期
農
業
委
員
統

一
選
挙
が
７
月
幻
日
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

立
候
補
者
は
加
名
で
定
数
と

同
数
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
無

投
票
で
当
選
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
議
会
推
薦

２
名
、
農
業
協
同
組
合
推
薦
１

名
、
農
業
共
済
組
合
推
薦
１
名

を
含
め
合
計
哩
名
の
新
委
員
が

決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
統
一
選
挙
後
、
初
め

て
の
臨
時
総
会
が
７
月
幻
日
に

開
催
さ
れ
、
会
長
に
高
山
充
則

委
員
、
会
長
職
務
代
理
者
に
山

田
和
男
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

新
委
員
の
皆
さ
ん
、
３
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

F

石
垣
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砠
湖
佃
副
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野
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輌
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高 山充則委員

農業委員会会長

西部地区選出

山田和･一男委員

会長職務代理
農業共済推薦

市
農
業
は
、
市
民
、
消
費
者
の

則
繼
難

こ
の
た
び
、
第
班
期
農
業
委
害
時
の
防
災
機
能
と
し
て
も
活

員
皆
様
の
御
推
挙
を
い
た
だ
き
、
用
で
き
る
機
能
を
も
っ
て
い
ま

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
高
す
。

山
充
則
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
都
市
農
地
は
、
相

何
分
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
続
納
税
猶
予
制
度
や
生
産
緑
地

皆
さ
ま
方
の
御
指
導
と
御
鞭
燵
指
定
に
よ
り
守
ら
れ
、
農
業
者

を
賜
り
な
が
ら
、
２
期
６
年
の
の
皆
さ
ま
の
永
年
の
努
力
で
維

経
験
を
生
か
し
、
農
業
者
の
代
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
の
優

表
の
ひ
と
り
と
し
て
、
皆
さ
ま
良
農
地
は
、
引
き
続
き
「
武
蔵

の
た
め
に
よ
り
身
近
な
委
員
会
村
山
市
第
２
次
農
業
振
興
計
画

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
に
基
づ
き
、
維
持
し
て
い
く
必

と
考
え
て
い
ま
す
。
要
が
あ
り
ま
す
。

他
に
類
を
み
な
い
東
日
本
大
農
業
委
員
会
の
役
割
で
あ
る

震
災
、
さ
ら
に
は
福
島
原
発
事
「
農
地
と
人
」
を
守
り
育
て
、

故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
飛
散
地
域
農
業
の
振
興
の
た
め
、
先

の
影
響
で
私
達
の
日
常
生
活
が
頭
に
立
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り

脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
農
業

も
続
発
す
る
自
然
災
害
に
よ
り
委
員
一
人
一
人
に
も
、
行
動
す

被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
は
、
る
委
員
と
し
て
の
活
躍
が
求
め

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
『
復
興
を
願
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
関
係

う
も
の
で
す
。
諸
団
体
並
び
に
皆
様
方
の
御
支

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
援
、
御
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

都
市
化
の
進
行
に
伴
う
農
地
の
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

減
少
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
様
方
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
を

と
後
継
者
不
足
な
ど
で
大
変
厳
御
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
会
長

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
都
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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（
議
席
順
） 員紹

氏名

委員会役職名

選出区分
浅野竹良委員宮崎起志委員福島昭宏委員

東部地区選出議会推薦西部地区選出
■■ｰ巾一 一一寺

吉野正博委員
土地利用部会副部会長

東部地区選出

乙幡覺委員
土地利用部会長
中部地区選出

加園光良委員高橋茂委員

西部地区選出東部地区選出

一一

川島利男委員，乙幡司委員

議会推薦中部地区選 出

木下和年委員

農業経営部会副部会長
西部地区選出

進藤健治委員

農業経営部会長
中部地区選出

増尾･利一委員

農協推薦

｜
担
当
地
区
一
地
域
一
担
当
委
員

１
－I

東
部
地
区

中
部
地
区

西
部
地
区

地
区
（
地
域
）
と
担
当
委
員

※
市
内
を
３
地
区
に
分
け
、
地
区
ご
と
の
担
当
委
員
と
し
て

活
動
い
た
し
ま
す
。

※
会
長
、
職
務
代
理
は
全
地
区
を
担
当
し
ま
す
。

亜

鍛
冶
ヶ
谷
戸

谷
津

入
り

神
明

原
山

原
山
第
一

萩
の
尾

赤
堀

中
村

横
田

馬
場

新
海
道

残後

岸

堀戸
一一

_一一 －
－

浅
野
竹
良
委
員
（
公
選
）
｜

吉
野
正
博
委
員
（
公
選
）

高
橋
茂
委
員
（
公
選
）

増
尾
利
一
委
員
（
学
識
）

宮
崎
起

進
藤
健

乙乙

幡幡

福
島
昭
宏
委
員
（
公
選

加
園
光
良
委
員
（
公
選

木
下

川
島
利和

覺
委

志
委
員
（
学
識
）

治
委
員
（

司
委

年
委

男
委
員
（

貝
へ

員
へ

員
へ

公
選

公
選

公
選

学
識

公
選

レー…
ーーー



(3) むさしむらやま

こ
の
度
農
業
委
員
の
任
期
満

了
に
よ
り
、
７
月
四
日
を
も
っ

て
、
次
の
方
々
が
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
多
大
な
る
業
績
に
対
し

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

（
敬
称
略
）

内
野
厚
生
・
加
園
良
雄

内
野
元
一
・
比
留
間
啓
二

峯
岸
芳
司
・
森
谷
良
孝

乙
幡
清
次
・
野
崎
幸
利

小
林
利
夫
・
吉
村
重
治

波
多
野
燈
持

埼
織
錨
鈴
鋒
鋒
畿
鐸
噛
蝋
鱈
璋

平
成
魂
年
３
月
３
日
、
昭
島

市
民
会
館
に
お
い
て
第
艶
回
東

京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
農
業
関
係
者
約
九

百
人
が
参
加
し
、
農
業
委
員
会

活
動
を
積
極
的
推
進
す
る
た
め
、

農
地
を
い
か
し
、
地
域
を
育
て

ゆ
く
活
動
等
の
決
議
が
さ
れ
ま

１
）
匙
戸
卜
。

ま
た
、
当
日
は
各
顕
彰
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
下
記
の
方
々
が

栄
え
あ
る
受
賞
を
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
益
々
の
ご
活
躍
を
ご

期
待
い
た
し
ま
す
。

－－~；
■

，

栄えある

Il－受賞の‘
‘
＄．
‘

皆さん
‘

｜
‘

；
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､

澱蕊蕊

霊壽蕊慧霊需蕊謹
篭

F

壁

篶
讓
蕊
曇
．

壷
窪
鵡
錆
巽
謬
堂
岬

坪

凪
致
畏
貝
粂
潅
助
署
途
め
客
う
，

灘 侭
ま
薗
昭
を
■
瞳
じ
ず

旦
地
の
狗
胴
里
遼

ｌ
溌
雛
堀
澤
勢
ふ
叫
ゆ

鰯

灘

鷺輔 鐸宇野

1

蕊恩
1

へ
わ

版
壱

謹謹濠謬
ダI云・

農
業
功
労
者
感
謝
状

㈲
本
敏
《
誰
》

弓言
■

薑 農業後継者顕彰農業功労者表彰
■
二

一
』

▼
一

爵
つ
』
『
守
ろ
う
』
鄙
畿
潔
》

Ｆ
齢
ｒ
Ｌ
脚
。
■
』
し
目
■
Ｆ
■
シ
ｂ
，
ア
邑
５
Ｆ
■

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

高
橋
治
氏

美
佐
子
さ
ん

（
野
菜
部
門
）



(4)むさしむらやま

効
率
的
で
安
定
し
た
魅
力
あ
る
農

業
経
営
を
目
指
す
農
業
者
に
対
し
て

支
援
を
行
う
制
度
と
し
て
、
認
定
農

業
者
制
度
が
あ
り
ま
す
。
認
定
農
業

者
に
な
る
に
は
、
農
業
経
営
改
善
計

画
の
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
書
の
配
布
、
受
付
は
、
如
月

瓢
日
㈲
ま
で
市
役
所
地
域
振
興
課
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、

市
役
所
地
域
振
興
課

（
内
線
２
２
６
）
へ
。

認
定
農
業
者
に
な
っ
て

魅
力
あ
る
農
業
羅
営
診
、

、
い
め
ざ
そ
う

平
成
迦
年
阻
月
に
改
正
農
地
法
が

施
行
さ
れ
、
相
続
に
よ
り
農
地
の
権

利
を
取
得
し
た
場
合
、
農
地
の
大
小
、

調
整
・
市
街
化
を
問
わ
ず
、
権
利
を

取
得
し
た
日
か
ら
皿
ヶ
月
以
内
に
農

業
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
或
い
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
・

未
届
者
、
虚
偽
報
告
者
に
は
加
万

円
以
下
の
過
料
等
の
罰
則
規
定
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

相一一一

季

て窪？

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
の
第

一
号
被
保
険
者
で
あ
る
農
業
者
が
よ

り
豊
か
な
老
後
生
活
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
る
よ
う
国
民
年
金
（
基
礎
年

金
）
に
上
乗
せ
し
た
公
的
な
年
金
制

度
で
す
。

年
金
の
掛
け
金
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

節
税
対
策
に
も
な
り
ま
す
。

農
業
新
聞
の
購
読
、
農
業
者
年
金

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

農
業
委
員
会
事
務
局

血
５
６
５
１
１
１
１
１

（
内
線
２
２
６
）
へ
。

溌
鍾
群
籾
闇
鼎
駕
購
読
の

全
国
農
業
新
聞
は
農
業
委
員
会
組

織
が
発
行
す
る
農
業
総
合
専
門
誌
で

す
ｐ
最
新
の
農
業
事
情
を
は
じ
め
、

家
族
全
員
が
た
の
し
め
る
記
事
も
充

実
さ
れ
て
お
り
、
地
域
独
自
の
イ
ベ

ン
ト
や
話
題
等
が
満
載
に
紙
面
を
か

ざ
っ
て
お
り
ま
す
。

豐
篭
霊
怠
零
金
”
加
入
を

惨
…
畢
蕊
畷
識
愚
駕

《
や
ザ
Ⅲ
Ⅷ
里
黄
皿
Ⅱ
ｘ
萱
Ⅱ
Ⅱ
晶
壷
Ⅱ
Ⅲ
ユ
ア
Ⅲ
Ⅱ
基
愛
Ⅱ
Ⅱ
エ
ズ
Ⅷ
Ⅱ
ｘ
笑
Ⅲ
Ⅱ
墨
費
Ⅱ
叩
含
、
Ⅱ
Ｘ
ｒ
Ⅱ
Ⅱ
エ
需
川
Ⅲ
ｘ
了
Ⅱ
Ⅱ
壬
《
Ｔ

一
鎬
集
後
記

一一

一
会
報
第
価
号
を
お
届
け
い
た
一

一
し
ま
す
。

｜
今
回
は
、
新
委
員
の
紹
介
と
一

一
担
当
地
区
を
中
心
に
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。

編
集
委
員
高
山
充
則

″
山
田
和
男
一

″
乙
幡
覺
一

″
進
藤
健
治
一

″
吉
野
正
博
一

″
木
下
和
年
一

《
Ｔ
閃
Ⅱ
Ⅱ
畠
寅
Ⅱ
Ⅱ
■
詞
Ⅱ
Ⅲ
Ｈ
制
Ⅱ
Ⅱ
ヨ
ヌ
Ⅱ
Ⅲ
副
訓
Ⅱ
Ｉ
み
■
別
個
Ⅲ
Ⅱ
Ｘ
ヌ
Ⅱ
Ⅱ
轟
弓
Ⅲ
Ⅱ
凶
洞
Ⅲ
Ⅲ
揖
詞
Ⅲ
Ⅱ
Ｊ
処
》

現
在
、
市
内
に
は
体
験
型
市
民
農

園
が
２
園
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
農
業
体
験
の
場
、
ま
た
市

民
交
流
の
場
と
し
て
は
不
足
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

農
園
の
開
設
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、

市
役
所
地
域
振
興
課

（
内
線
２
２
６
）
へ
。

錘
堂
巾
屋
震
の

攻
開
設
に
ご
協

藝


